

































































































(1) 1960 年代～ 1970 年代
東亜同文書院を最初に取り上げた研究は、 1965
年の竹内好「東亜同文会と東亜同文書院（『中国j
21 、 1965 年 8 月。竹内好『日本とアジア（竹内




題研究の第一歩」（『歴史評論j 167、 1964 年 7 月）
を最初と位置付けることができるo この論文は、
日清貿易研究所の設立とその活動、そして研究所











































































































































































(2) 1970 年代末～ 1980 年代末























































































































































































































































































要J 94 、 1991 年 5 月）、「波多野義作の「西域地
方事情j ノート 中国・西域踏査旅行報告の付論
から」（『紀要 J 98、 1993 年 2 月）、「東斑同文書
院の中国研究 書：院生の中国調査旅行を中心に」
（『中国研究月報J 52(10）、 1998 年 10 月）、「東盟
同文書院の中国調査旅行と書院生の描いた中国
像J （『季刊地理学J 50(4）、 1998 年 12 月）、「1920
年代の中国における近代化の諸事象にみられる地
域像東亜同文書院の調査旅行記録から」（［紀要j
119、 2002 年 7 月）、「1920 年代の中国における金
融システムの近代化・再編とそこにみられる中国
像 東亜同文書院生の中国調査旅行報告をベース
にして」＜r紀要J 120、 2003 年 3 月）、「二O世紀
前半期における旧「満州J 地域の地域システムと
地域像に関する研究（そのー） 漠人の満州流入
を中心に」（『紀要j 121 、 2003 年 9 月）、「二O l世
紀前半期における旧「満什U 地域の地域システム
と地域像に関する研究（その二） 漢人の満州流
入を中心に」（『紀要J 122、 2004 年 3 月）、「東亜
同文書院生の中国調査「大旅行J について」 ff大
倉山論集J 52、 2006 年 3 月）などの論文を発表
している。こうした研究を通じて、大旅行の性格
や大旅行コースの全体像を解明するとともに、『大





の出会い l （愛知大学、 1994 年）、『中国を歩く J
（愛知大学、 1995 ij三）、 rq:i国を越えて J （大明堂、
1998 年）、『東亜同文書院中国大調査旅行の研究J































1900 ～ 1920 代を中心として」（ f 日本の教育史学1
45、 2002 年 10 月）、同「東亜同文書院への佐賀
県学生派遣 1900 年代大倉邦彦入学時期を中心
























中華学生部の左翼学生－J <r近きに在りて J 28、
























































































































































































亜同文書院と 1930 年代 日中関係のー側面とし

































同文書院中国調査の評価と分析」 <r中国 21J 13、












































































(1）架 FIi尚弥 f上海東盛岡文書院 日中を架けんとした男たちj 297 ～ 298 頁（新人物往来社、 1993 年）。
(2）藤田佐久「『幻j ではない東TIElnJ 文得院と東亜同文書院大学J 72 f{ (Dl!.91!1司文書院大学と愛知！大学j l、愛知大学東亜同文
詐院大学記念センタ一編、六lfl /Jj ）板、 1993 年）。
(3）虫1r-11um 「日消貿易研究所の性絡とその業縦一わが国の組織的な中国問題研究の第－歩J 70 民、 71 1夏、 74 頁（『歴史評論j
167 、 1964 年？ Fl) 。
ローパリゼ← ν ＂，(4）飯ぬ沙「「全球化」と日本の＂＇凶近現代史研究J 177 頁（飯尚i歩、田中比呂志編『21 l!t紀の， p凶近現代史研究を求めて』
研文/1l板、 2006 年）。
(5）氷j京康二『20 世紀日本の歴史学j 142 n （古川弘文館、 2003 年）。
(6) IHI 上、 218 真。
(7) I詰u二、 204 頁。
(8）歴史学研究会編［歴史学における万法的転回 現代歴史学の成果と議題 IJ 38 頁（背木書店、 2002 年）。
(9）前倒「 Hii!i·貿易研究所の性裕とその業績 わが国の組織的な中ffiUHJ題研究の第一歩J 71 :W:o 
(10）向上、 73 頁。
(11) li°i］上、 77 到。









(14）前掲 rs浩貿易研究所の性格とその業績ーわが留の組織的な中国問題研究の第一歩J 77 頁。
(15）大森史子「東亜同文会と東亜同文書院ーその成立事情、性格および活動ーJ 77 頁、 90 頁（『アジア経済j 印刷、 1978 年）。
(16）同上、 79 頁、 81 頁、 85 頁。
(1η 向上、 85 頁。
(18）向上、 89 頁。
(19）岡上。
（却｝向上、 90 頁、 91 頁。
(21)(1η に同じ。
(22)(18）に同じ。
(23）前掲『20 世紀日本の歴史学J 204 頁。 1970 年代に入る頃から、高度経済成長への否定感覚から生産力の進歩だけが「進歩j
でないという感覚や主張が生じ、外国や日本で「反近代」が話題にされるようになったが、これが 1970 年代に日本で社会
史への関心が高まる背景となったといわれる（同番、 217 頁）。
(24）向上、 266 ～ 267 頁。
(25）同上、 314 頁。
(26）成田健一『歴史学のスタイル 史学史とその臆辺J 129 ～ 131 頁（校念書房、 2001 年）。
(27）前掲『中国歴史研究入門』所収の「第 11 寧現代」 264 頁。
(28）同上、 264 ～ 265 頁。
(29）森時彦「東亜同文書院の軌跡と役割一「根津精神j の究明－J 49 頁（『歴史公論J 4、 1979 年）。
(30）向上、 52 頁。
(31）細野浩二「東亜同文会の対外認識と文化工作の構図ー欧米列強と務求畏初中国のはざまでー」 146 頁（阿部洋編『日中関係
と文化摩擦j 綾南堂書店、 1982 年｝。
(32）前掲 f日中関係と文化摩擦J l ～ 2 貰、 422 頁、 427 頁。
(33）阿部洋編『日中教育文化交流と摩擦j 序言 i （第一番房、 1983 年）。
(34）竹内好「東亜同文会と東亜同文書院J 11 ～ 12 頁、 13 頁、 22 頁（『中国』 21 、 1965 年 8 月）。
(35）：米谷匡史『アジア／日本J 1 ～ 4 頁（岩波書店、衣服年）。
(36）同上、 4 ～ 5 頁。
(3η 例えば、 f史学雑誌 19剖年の歴史学会一回顧と展望－J 2 頁（100(5）、 1991 主的、 f史学雑誌 1996年の歴史学会一図
願と展望－J 237 頁（l邸（5）、 l的7 年｝、 f史学雑誌 1田9年の歴史学会一図顧と展望－J 243 頁（109(5）、 2（削年）を参照。
(38）藤田佳久「『構図遜荷綜覧J (1892 年刊｝とそこに掛かれた靖国末織の池波像東亙同文書院の中国研究（その I）」（『愛知
大学国際問題研究所紀要J 103、 1995 年 9 月、以下 f紀要j と略）。
(39）村上勝彦「産業革命初期の日中貿易一日清貿易研究所に関連して－J 70 頁（『東京経大学会誌J 174、 I四2 年 1 月）。
(40）涯輝 f日清戦争前日本の対情人材教育ー荒尾精と上海日清貿易研究所ーj 78 頁 <r広島東洋史学報J 3、 1998 年 12 月）。
(41）藤田佳久『愛知大学東亜同文書院ブックレット③東毘同文書院生が記録した近代中国J 41 ～ 42 頁（愛知大学東亜同文書
院大学記念センター編、あるむ発行）。
(42）柴田尚弥「東亜同文書院の復椴一最近の研究動肉に則して一J 66 頁（『大倉山論集J 51、 2005 年 3 月）。
(43）前掲『中国歴史研究入門j 所収の「第 11 章現代J 265 頁、 266 頁。なお、同容 266 ～ 273 頁には、政治史的側面からの、
中華民国史研究の動向が詳述されている。
(44）藤田佳久「中国・禰建省ノート 東亜同文書院学生「旅行日記」記録の分析との関連で」 2 ～ 3 頁（『紀要J 84、 1987 年 7 月）。
(45）前掲 f愛知大学東亜岡文書院ブックレット③東亜同文書院生が記録した近代中国J 56 頁。
(46）宮寄順子「東亜同文書院と 1930 年代 B中関係の－1111JimとしてJ 47 頁＜r史論J 49、東京女子大学、 1996 年｝。
(47）橋天稔・劉柏林「策車両文書院中国務査の評価と分析J 207 頁 <r中富 21J 13、.媒社、 2001 年 4 月）。
262 
